
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

平

成

三

十

年

度

自

衛

官

第

七

次

募

集

（

自

衛

官

危

機

管

理

課

候

補

生

）

○

平

成

三

十

一

年

度

自

衛

官

第

一

次

募

集

（

一

般

〃

曹

候

補

生

）

○

土

壌

汚

染

対

策

法

に

基

づ

く

形

質

変

更

時

要

届

環

境

管

理

課

出

区

域

の

指

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

障

害

福

祉

課

業

の

廃

止

○

漁

業

災

害

補

償

法

の

規

定

に

よ

る

同

意

の

成

立

水

産

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

海

岸

保

全

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

海

岸

保

全

区

域

の

管

理

〃

○

パ

ー

キ

ン

グ

・

チ

ケ

ッ

ト

発

給

手

数

料

の

収

納

交

通

規

制

課

事

務

の

委

託

【

公

告

】

○

耕

地

課

県

営

土

地

改

良

事

業

廃

止

処

理

計

画

の

縦

覧

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

平成３１年２月１９日 第１２０６９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
十
九
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
平
成
三
十
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

自
衛
官
候
補
生

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
（
三
十
二

歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
現
在

で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る

）
で
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第

。

百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
三
月
一
日
ま
で

四

採
用
試
験
種
目

１

筆
記
試
験

２

口
述
試
験

３

適
性
検
査

４

身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

平
成
三
十
一
年
三
月
九
日

七

試
験
場

１

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

２

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

八

採
用
予
定
時
期

平
成
三
十
一
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

そ
の
他
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そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

:/
/ww

w.
mo

d.
go

.j
p/

pco
/o

ka
ya

ma
/
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
一
般
曹
候
補
生
の
平
成
三
十
一
年
度
募
集
の
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

一
般
曹
候
補
生

二

応
募
資
格

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
（
三

十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
限

る

）
で
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規

。
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

１

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
十
五
日
ま
で

２

平
成
三
十
一
年
度
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ
い

て
は
、
１
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
と
す
る
。

四

採
用
試
験
種
目

１

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
五
日

２

第
二
次
試
験

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一

日

七

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（１）

Ｔ
Ｋ
Ｐ
岡
山
会
議
室
（
岡
山
市
北
区
磨
屋
町
）

（２）
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２

第
二
次
試
験

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

（１）

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（２）

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原
）

（３）

八

採
用
予
定
時
期

平
成
三
十
二
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

そ
の
他

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt

p:
//

ww
w.
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o.
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/o
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規

定
す
る
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う

）
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

。

な
お
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
台
帳
は
、
岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
指
定
す
る
区
域

備
前
市
友
延
字
竹
ノ
本
七
〇
〇
番
の
一
部
、
備
前
市
友
延
字
高
下
淵
七
〇
六
番
一
の
一
部
、
備
前

市
友
延
字
伊
勢
ノ
下
七
一
六
番
の
一
部
、
備
前
市
友
延
字
横
縄
手
七
六
四
番
一
の
一
部
、
備
前
市
友

延
字
鋳
物
師
七
六
八
番
一
の
一
部（

。

「

」

。
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号

以
下

規
則

と
い
う

第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

ひ

三

規
則
第
五
十
八
条
第
五
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
該
当
の
有
無

規
則
第
五
十
八
条
第
五
項
第
九
号
に
該
当

四

備
考

１

指
定
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
詳
細
は
、
省
略
し
、
当
該
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の

台
帳
の
縦
覧
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
。

２

一
に
掲
げ
る
区
域
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
十
七
日
に
お
け
る
行
政
区
域
そ
の
他
の
区
域
に
よ

っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
二
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）

。

っ

、

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
廃

止
年

月
日

奥
田

医
院

津
山

市
大

篠
２

６
１

８
H
30

.
1
2
.
3
1

鳥
越

歯
科

医
院

小
田

郡
矢

掛
町

本
堀

１
１

３
６

－
１

H
30

.
1
2
.
3
1
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
三
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同

意
は
、
同
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

区
域

大
島
美
の
浜
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う
ち
、
旧
笠
岡
市
大
島
漁
業
協
同
組
合
の
区
域

二

区
分

小
型
定
置
網
漁
業
を
営
む
漁
業
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
八
二
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
森
ノ
元
五
三
五
番
一
二
地

新

四
六
六
・
四

先
か
ら

七
・
八
～

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
仲
田
三
三
四
番
二
地
先
ま

一
七
・
〇

で真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
森
ノ
元
五
三
五
番
一
二
地

旧

四
六
六
・
四

先
か
ら

七
・
〇
～

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
仲
田
三
三
四
番
二
地
先
ま

九
・
六

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

一
般
国

四
八
二
号

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
森
ノ
元
五
三
五
番
一
二
地
先
か

平
成
三
十
一

道

ら

年
二
月
十
九

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
仲
田
三
三
四
番
二
地
先
ま
で

日

平成３１年２月１９日　岡山県公報　第１２０６９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号

海
岸
法

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

海
岸
保
全
区
域
を
次

（
）

、

の
と
お
り
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は

岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
お
い
て
一
般

、

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

海
岸

名
区

域

岡
山

県
岡

山
沿

岸
基

点
１

か
ら

基
点

2
4
ま

で
を

順
次

に
結

ん
だ

線
，

基
点

2
4
と

補
助

点
2
2
を

錦
海

岸
海

岸
保

全
結

ん
だ

線
，

補
助

点
2
2
か

ら
補

助
点

１
を

順
次

結
ん

だ
線

及
び

補
助

点
１

と

区
域

基
点

１
を

結
ん

だ
線

に
よ

り
囲

ま
れ

た
区

域

延
長

1
,
6
6
5
ｍ

基
点

１
岡

山
県

瀬
戸

内
市

邑
久

町
尻

海
3
4
9
6
番

２
の

国
土

地
理

院
電

子
（

，

方
位

真
北

）
基

準
点

「
邑

久
」

（
北

緯
3
4
°

3
9
′

2
7
″

8
0
9
7
，

東
経

1
3
4
°

0
9
′

5
6
″

7
2
7
2
）

か
ら

1
4
8
°

5
2
′

4
5
″

の
方

向
へ

距
離

1
,
1
4
6
.
2
6
0
ｍ

の
地

点

基
点

２
基

点
１

か
ら

2
6
2
°

1
2
′

4
2
″

の
方

向
へ

距
離

5
3
.
5
3
8
ｍ

の

地
点

基
点

３
基

点
２

か
ら

1
7
2
°

1
2
′

5
2
″

の
方

向
へ

距
離

9
7
.
7
0
9
ｍ

の

地
点

基
点

４
基

点
３

か
ら

1
7
2
°

0
7
′

3
3
″

の
方

向
へ

距
離

5
7
.
5
1
1
ｍ

の

地
点

基
点

５
基

点
４

か
ら

1
7
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

9
0
.
9
0
1
ｍ

の

地
点

基
点

６
基

点
５

か
ら

1
7
2
°

1
2
′

4
4
″

の
方

向
へ

距
離

9
5
.
7
3
3
ｍ

の

地
点

基
点

７
基

点
６

か
ら

1
7
2
°

1
3
′

3
2
″

の
方

向
へ

距
離

9
7
.
6
1
8
ｍ

の

地
点

基
点

８
基

点
７

か
ら

1
7
2
°

1
6
′

0
1
″

の
方

向
へ

距
離

7
0
.
9
7
3
ｍ

の
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地
点

基
点

９
基

点
８

か
ら

2
0
4
°

4
9
′

0
8
″

の
方

向
へ

距
離

2
7
.
4
1
6
ｍ

の

地
点

基
点

1
0

基
点

９
か

ら
1
7
2
°

2
2
′

1
2
″

の
方

向
へ

距
離

9
5
.
9
1
2
ｍ

の

地
点

基
点

1
1

基
点

1
0
か

ら
1
7
1
°

5
2
′

2
1
″

の
方

向
へ

距
離

9
4
.
6
7
6
ｍ

の

地
点

基
点

1
2

基
点

1
1
か

ら
1
7
2
°

0
7
′

0
2
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
9
0
8
ｍ

の

地
点

基
点

1
3

基
点

1
2
か

ら
1
7
2
°

4
9
′

1
9
″

の
方

向
へ

距
離

4
0
.
5
1
9
ｍ

の

地
点

基
点

1
4

基
点

1
3
か

ら
1
4
5
°

2
4
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

3
1
.
6
6
5
ｍ

の

地
点

基
点

1
5

基
点

1
4
か

ら
1
7
1
°

4
8
′

2
4
″

の
方

向
へ

距
離

2
8
.
8
3
2
ｍ

の

地
点

基
点

1
6

基
点

1
5
か

ら
1
7
3
°

0
3
′

3
2
″

の
方

向
へ

距
離

9
5
.
1
2
8
ｍ

の

地
点

基
点

1
7

基
点

1
6
か

ら
1
7
1
°

3
8
′

1
3
″

の
方

向
へ

距
離

9
2
.
0
6
1
ｍ

の

地
点

基
点

1
8

基
点

1
7
か

ら
1
7
2
°

0
8
′

2
8
″

の
方

向
へ

距
離

9
5
.
2
9
4
ｍ

の

地
点

基
点

1
9

基
点

1
8
か

ら
1
7
2
°

3
0
′

0
9
″

の
方

向
へ

距
離

9
7
.
0
0
0
ｍ

の

地
点

基
点

2
0

基
点

1
9
か

ら
1
7
2
°

0
6
′

5
3
″

の
方

向
へ

距
離

9
3
.
3
0
0
ｍ

の

地
点

基
点

2
1

基
点

2
0
か

ら
1
7
2
°

1
6
′

2
4
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
3
2
5
ｍ

の

地
点

基
点

2
2

基
点

2
1
か

ら
1
7
2
°

2
3
′

1
6
″

の
方

向
へ

距
離

1
1
0
.
2
5
5
ｍ

の

地
点

基
点

2
3

基
点

2
2
か

ら
1
7
2
°

1
1
′

1
9
″

の
方

向
へ

距
離

6
1
.
8
5
7
ｍ

の
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地
点

基
点

2
4

基
点

2
3
か

ら
8
2
°

1
1
′

1
8
″

の
方

向
へ

距
離

4
8
.
7
9
5
ｍ

の

地
点

補
助

点
１

基
点

１
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
4
″

の
方

向
へ

距
離

4
8
.
3
8
9
ｍ

の

地
点

補
助

点
２

基
点

３
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

1
0
1
.
9
2
7
ｍ

の

地
点

補
助

点
３

基
点

４
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

1
0
1
.
9
2
7
ｍ

の

地
点

補
助

点
４

基
点

５
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

1
0
1
.
9
2
7
ｍ

の

地
点

補
助

点
５

基
点

６
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

1
0
1
.
9
2
7
ｍ

の

地
点

補
助

点
６

基
点

７
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

1
0
1
.
9
2
7
ｍ

の

地
点

補
助

点
７

基
点

８
か

ら
8
2
°

1
2
′

4
3
″

の
方

向
へ

距
離

1
0
1
.
9
2
7
ｍ

の

地
点

補
助

点
８

基
点

９
か

ら
8
2
°

1
8
′

2
7
″

の
方

向
へ

距
離

1
1
3
.
9
7
4
ｍ

の

地
点

補
助

点
９

基
点

1
0
か

ら
8
2
°

1
8
′

2
7
″

の
方

向
へ

距
離

1
1
3
.
9
7
3
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
0

基
点

1
1
か

ら
8
2
°

1
8
′

2
7
″

の
方

向
へ

距
離

1
1
3
.
9
7
4
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
1

基
点

1
2
か

ら
8
2
°

1
8
′

2
7
″

の
方

向
へ

距
離

1
1
3
.
9
7
4
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
2

基
点

1
3
か

ら
8
2
°

1
8
′

2
7
″

の
方

向
へ

距
離

1
1
3
.
9
7
4
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
3

基
点

1
4
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
4

基
点

1
5
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の
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地
点

補
助

点
1
5

基
点

1
6
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
6

基
点

1
7
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
7

基
点

1
8
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
8

基
点

1
9
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
1
9

基
点

2
0
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
2
0

基
点

2
1
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
2
1

基
点

2
2
か

ら
8
2
°

1
1
′

2
0
″

の
方

向
へ

距
離

9
9
.
5
6
8
ｍ

の

地
点

補
助

点
2
2

基
点

2
4
か

ら
8
2
°

1
1
′

1
9
″

の
方

向
へ

距
離

5
0
.
7
6
7
ｍ

の

地
点
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
七
号

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
海
岸
保
全
区
域
の
う

ち
、
瀬
戸
内
市
長
が
管
理
を
行
う
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

名
称

岡
山
県
岡
山
沿
岸
錦
海
岸

二

区
域

平
成
三
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号
（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
で
海
岸
保
全
区
域

と
し
て
指
定
し
た
岡
山
県
岡
山
沿
岸
錦
海
岸
海
岸
保
全
区
域
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
手
数
料
に
係
る
収
納
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
手
数
料

三

委
託
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
セ
ノ
ン

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
、
石
関
町
及
び
京
橋
町
に
設
置
し
て
い
る
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設

備
五

委
託
の
期
間

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
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第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

〔
七
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

、

集
落
基
盤
整

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
廃
止
処
理
計
画
（

を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

備

赤
磐
地
区
（
た
め
池
整
備

新
池

）
）

る
。こ

の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

（

）
）

県
営
土
地
改
良
事
業
廃
止
処
理
計
画
書

集
落
基
盤
整
備

赤
磐
地
区

た
め
池
整
備

新
池

（

の
写

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
か
ら
同
年
三
月
十
二
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

赤
磐
市
役
所
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〔
七
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
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